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第
６
次
総
合
計
画
基
本
構
想
及
び
基
本

計
画
の
改
定
を
特
別
委
員
会
に
付
託

  ～ 町民の皆さんと歩んで 15 年 ～　徹底した情報公開と住民参加を目指して

「
Ⅰ　

生
活
環
境
」
５
分
野
全
25
事
業

広
域
共
同
処
理
に
よ
る
安
定
し
た
ご
み
処
理
体
制
の
確
立
や

地
域
と
連
携
し
た
防
災
体
制
の
構
築
、
高
齢
運
転
者
の
免
許

証
自
主
返
納
支
援
制
度
の
創
設

「
Ⅱ　

教
育
」
６
分
野
全
53
事
業

地
域
と
連
携
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推

進
、
介
護
福
祉
学
校
の
学
生
確
保
対
策
、
栗
山
高
等
学
校
の

生
徒
確
保
に
係
る
支
援
制
度
の
拡
充
や
魅
力
づ
く
り
、
文
化

振
興
基
金
を
活
用
し
た
地
域
文
化
の
振
興

「
Ⅲ　

医
療
・
保
健
・
福
祉
」
６
分
野
全
28
事
業

継
続
事
業
に
加
え
、
妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
や
育
児
応

援
企
業
へ
の
奨
励
金
制
度
の
創
設
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
条

例
の
制
定
、
ふ
る
さ
と
福
祉
基
金
を
活
用
し
た
障
が
い
者
の

生
活
・
就
労
支
援
な
ど

「
Ⅳ　

産
業
」
４
分
野
全
27
事
業

省
力
化
や
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入

支
援
、
賑
わ
い
あ
る
商
店
街
づ
く
り
に
向
け
た
活
性
化
計
画

の
策
定
、
新
規
起
業
・
創
業
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
制
度

の
創
設
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
新
た
な
観
光
推
進
組
織
の

設
置
な
ど

「
Ⅴ　

都
市
基
盤
」
５
分
野
全
28
事
業

町
営
バ
ス
の
運
行
体
系
の
見
直
し
、
雨
煙
別
川
の
か
わ
ま
ち

づ
く
り
、
新
町
地
区
の
再
開
発
整
備
事
業
の
推
進
や
継
立
中

学
校
の
跡
地
活
用
、
角
田
地
区
へ
の
商
業
施
設
誘
致
な
ど

「
Ⅵ　

地
域
経
営
」
３
分
野
全
26
事
業

町
内
会
・
自
治
会
の
区
域
再
編
に
対
す
る
支
援
制
度
の
創
設
、

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
を
兼
ね
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局

の
開
設
な
ど

▲
改
定
の
概
要
▼

※詳しくは 13 ページをご覧ください

平成 31 年 2 月 3 日（日）～ 11 日（月）　全１２会場で開催
平成 31年議会報告会

ふるさとは栗山です。（まちづくりの合言葉）

～ 誰もが笑顔で、安心して暮らすまち ～（まちの将来像）

①情報共有のまちづくり
②町民参加のまちづくり
③連携協働のまちづくり
④持続可能な自律したまちづくり

基
本
理
念

重
点
政
策
方
針

①子どもたちの笑顔が輝くまち
②生涯を自分らしく暮らすまち
③人と自然が共生するまち
④地域の潜在力を活かすまち



くりやまぎかいだより№ 1583

農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
を
支
援

農
業
機
械
の
無
人
操
舵
装
置
導
入
へ

土
井
議
員　

自
動
操
舵
装
置

等
導
入
支
援
事
業
の
具
体
的

な
内
容
と
対
象
戸
数
は

産
業
振
興
課
長　

道
の
地
域

楢
﨑
議
員　

ス
キ
ー
授
業
が

長
沼
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
る

が
授
業
時
間
や
指
導
員
の
確

保
に
変
化
は
。

▼
職
員
時
間
外
手
当

今
後
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た

め
追
加　

１
８
０
０
万
円

▼
特
別
冬
期
生
活
支
援
金

高
齢
者
等
に
対
す
る
暖
房
用

燃
料
費
等
の
一
部
を
助
成　

１
１
０
万
円

▼
被
災
農
業
者
向
け
経
営
体

育
成
支
援
事
業　

胆
振
東
部
地
震
及
び
台
風

　

平
成
30
年
度
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

２
億
４
０
１
１
万
７
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額

88
億
８
１
８
７
万
１
千
円
と

し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

◆
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

国
保
制
度
改
革
等
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
等

１
４
７
２
万
９
千
円
追
加

女
子
学
生
寮
の
給
水
設
備
取

替
修
繕　

38
万
９
千
円
追
加

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
基
盤

安
定
負
担
金
の
確
定

１
８
３
万
３
千
円
減
額

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ

る
下
水
道
管
破
損
修
繕
費
等

７
０
８
万
２
千
円
追
加

そ
の
他
の
補
正
予
算

質

疑

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ

る
配
水
管
破
損
修
繕
費
等

２
８
５
万
円
追
加

21
号
に
よ
り
被
災
し
た
農

業
者
へ
の
災
害
復
旧
支
援

３
２
３
２
万
円

▼
玉
葱
セ
レ
ク
タ
ー
等
導
入

整
備
事
業

玉
葱
選
果
用
機
械
及
び
施
設

の
整
備　

１
１
０
０
万
円

▼
自
動
操
舵
装
置
等
導
入
支

援
事
業

衛
星
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
）
を
活
用
し
た
農
業
用
機

械
の
整
備　

２
４
２
０
万
円

▼
長
沼
ス
キ
ー
場
に
お
け
る

ス
キ
ー
授
業
の
実
施

栗
山
町
ス
キ
ー
場
の
営
業
停

止
に
よ
り
、
各
小
中
学
校
及

び
栗
山
高
等
学
校
が
ス
キ
ー

授
業
を
実
施
す
る
た
め
の
費

用　

１
８
１
万
円

▼
角
田
小
学
校
暖
房
設
備
整

備
実
施
設
計

31
年
度
に
暖
房
設
備
を
更
新

予
定
の
た
め　

１
０
０
万
円

づ
く
り
総
合
交
付
金
を
活
用

し
た
農
業
用
機
械
や
農
業
用

の
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
対
す

る
支
援
。
以
前
よ
り
地
域
農

業
者
か
ら
要
望
が
あ
り
、
今

回
の
対
象
数
は
18
戸
で
、
自

動
操
舵
13
機
、
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
７
機
で
あ
る
。

重
山
議
員　

交
通
安
全
指
導

員
は
、
子
ど
も
の
交
通
安
全

の
上
で
必
要
だ
が
、
追
加
に

至
っ
た
背
景
は
。

住
民
保
健
課
長　

交
通
安
全

指
導
員
の
な
り
手
が
な
か
な

か
お
ら
ず
、
条
例
上
40
人
の

定
員
の
と
こ
ろ
、
４
月
時
点

で
33
名
で
あ
る
。
今
回
、
現

指
導
員
か
ら
受
諾
し
て
も
ら

え
る
人
が
い
る
と
紹
介
が
あ

り
、
追
加
と
な
っ
た
。

教
育
次
長　

栗
山
町
か
ら
10

分
程
度
の
場
所
で
あ
り
授
業

に
は
影
響
は
な
い
と
考
え

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
同
様

に
ス
キ
ー
連
盟
に
支
援
を
お

願
い
す
る
。

楢
﨑
議
員　

角
田
小
学
校
の

暖
房
設
備
の
更
新
は
耐
用
年

数
に
関
わ
る
も
の
か
。

教
育
次
長　

保
守
点
検
で
修

繕
の
必
要
を
指
摘
さ
れ
、
昭

和
61
年
の
設
置
後
、
未
更
新

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
次
年

度
、
更
新
す
る
た
め
に
本
年

度
中
に
実
施
設
計
を
す
る
。

補

正

予

算

授
業
時
間
へ
の
影
響
は

影
響
は
な
い
と
考
え
る

農業へのＩＣＴ利活用が進んでいる

なり手が不足する交通安全指導員
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日米物品貿易協定交渉に関する意見書
　

北海道農業は、専業的な農家などが主体となり、重要品目である米・麦、大豆、てん菜、馬鈴しょ、牛肉・豚肉、
乳製品などを中心として、安全で安心な農畜産物の安定供給を図っている。加えて、地域の製粉工場、製糖工場やでん粉工場、
乳製品工場などと密接な関係のもと、地域経済・社会を支える基幹産業として重要な役割を果たしている。
　しかし、農産物輸出大国との経済連携交渉が北海道農業に大きな影響を及ぼしており、日豪ＥＰＡを上回るＴＰＰ１１、
それを超える日ＥＵ・ＥＰＡへと、自由化ドミノのように農畜産物の市場開放が次々に進められている。多くの国民や農業
者の懸念事項が払拭されないまま、ＴＰＰ１１協定は本年１２月３０日に発効し、日ＥＵ・ＥＰＡ協定も来年２月に発効さ
れる見通しとなっている。
　こうした中、米国政府が検討していた輸入自動車２５％の追加関税を見送る代償として、新たに二国間による物品貿易協
定交渉の開始に合意したことは、一層の農畜産物の市場開放へと繋がる恐れがある。重要農畜産物の多くを抱える北海道や
本町農業への甚大な影響に加え、取り巻く地域経済にも多大な影響が危惧されるため、地域住民や農業関係者などからは強
い懸念の声があがっている。
　よって、国は米国との物品貿易協定交渉に当たっては、次の事項について十分配慮するよう強く要望する。

記
１．日米物品貿易協定交渉は、ＴＰＰ水準を交渉のベースとしているが、米国政府の強硬姿勢によって、更なる高い水準で
の農畜産物関税の削減・撤廃等を求められる恐れがあることから、毅然とした姿勢を貫き、安易な農畜産物関税協議は行わ
ないこと。

意見書を提出しました！

◆
栗
山
町
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

◆
栗
山
町
フ
ァ
ー
ブ
ル
の
森

観
察
飼
育
舎
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

◆
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
規

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
人
事
院
勧
告

に
お
い
て
、
給
料
を
平
均

０
・
２
％
、
期
末
勤
勉
手
当

の
支
給
率
を
０
・
０
５
カ
月

分
引
き
上
げ
と
い
う
勧
告
が

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
改
正
で

す
。

　

支
給
率
を
職
員
に
準
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
人
事
院
勧

告
の
内
容
を
踏
ま
え
て
の
改

正
で
す
。

　

支
給
率
を
職
員
に
準
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
人
事
院
勧

告
の
内
容
を
踏
ま
え
て
の
改

正
で
す
。

　

平
成
３
年
に
栗
山
公
園
北

西
の
高
台
に
設
置
以
来
、
27

年
が
経
過
し
、
建
物
の
老
朽

化
や
利
用
者
減
少
等
が
進
ん

で
い
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
、
そ
の
機
能
を

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
移
転
・

統
合
し
た
こ
と
か
ら
、
今
年

度
末
を
も
っ
て
施
設
が
廃
止

　

廃
棄
物
焼
却
施
設
建
設
に

要
す
る
経
費
の
関
係
市
町
負

担
割
合
に
つ
い
て
、
そ
の
算

出
根
拠
と
な
る
平
成
42
年
度

に
お
け
る
焼
却
対
象
物
の
年

重
山
議
員　

北
広
島
市
に
プ

ロ
野
球
球
団
が
移
転
す
る

が
、
そ
れ
に
伴
い
処
理
量
が

増
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

が
、
再
度
の
変
更
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

環
境
政
策
課
長　

ボ
ー
ル

パ
ー
ク
か
ら
の
排
出
ご
み
量

を
見
通
す
に
は
、
球
団
か
ら

の
提
示
に
時
間
を
要
す
る
と

の
こ
と
で
、
仮
に
ご
み
処
理

量
に
変
更
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
施
設
規
模
に
変
更
が

生
じ
な
い
よ
う
に
リ
サ
イ
ク

ル
率
を
高
め
る
な
ど
抑
制
に

つ
い
て
球
団
と
協
議
を
進
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

例

条

さ
れ
ま
す
。

　

施
設
の
跡
地
に
つ
い
て
は

今
後
、
利
活
用
の
検
討
が
進

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

間
処
理
量
を
変
更
す
る
も
の

で
、
千
歳
市
の
人
口
増
加
に

伴
い
、
処
理
量
を
変
更
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
影
響
は

排
出
量
抑
制
を
協
議

質

疑

産業福祉常任委員会で新観察飼育舎を調査
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谷
田 

進
太
郎 

氏
の
選
任

（
再
任
）
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
任
期
】
平
成
31
年
１
月
１

日
～
平
成
34
年
12
月
31
日

事人
件案

台
風
21
号
倒
木
事
故
に
係
る
和
解
及

び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

公
平
委
員
会
委
員

　

越
前
谷 

徹 

氏
の
選
任

（
新
任
）
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
任
期
】
平
成
31
年
１
月
１

日
～
平
成
34
年
12
月
31
日

監

査

委

員

教
育
委
員
会
委
員

　

金
岩 

和
恵 

氏
の
選
任

（
新
任
）
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
任
期
】
平
成
30
年
12
月
22

日
～
平
成
33
年
12
月
21
日

　

月
輪 

淳
裕 

氏
の
選
任

（
再
任
）
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
任
期
】
平
成
30
年
12
月
20

日
～
平
成
34
年
12
月
19
日

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員

　

井
上 

善
晴 

氏
の
推
せ
ん

（
再
任
）
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
任
期
】
平
成
31
年
４
月
１

日
～
平
成
34
年
３
月
31
日

　

諏
訪 
英
敏 

氏
の
推
せ
ん

（
再
任
）
に
同
意
し
ま
し
た
。

【
任
期
】
平
成
31
年
４
月
１

日
～
平
成
34
年
３
月
31
日

　

平
成
30
年
９
月
５
日
未
明
の
台
風
21
号
に
伴
う
強

風
に
よ
り
、
本
町
所
有
の
台
山
共
同
墓
地
敷
地
内
の

樹
木
が
倒
れ
、６
基
の
墓
石
に
損
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

損
害
賠
償
額
は
、
墓
石
修
繕
費
相
当
額
で
、
総
額

は
５
２
４
万
８
５
８
４
円
で
す
。

　

な
お
、
本
町
が
加
入
し
て
い
る
全
国
町
村
会
総
合

賠
償
補
償
保
険
よ
り
、
そ
の
全
額
が
町
に
給
付
さ
れ

ま
し
た
。

台風による倒木被害を受けた墓石



町
政
に

こ
こ
が
聞
き
た
い

５議員が一般質問

楢﨑忠彦 議員

重山雅世 議員

千葉清己 議員
①会計年度任用職員の期末手当は

①一部損壊被災者への固定資産税等の減免を
②病児・病後児保育の実施は

①災害情報の伝達手段・体制は
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友成克司 議員
①観光協会の今後の展望は

土井道子 議員
①運転免許返納者に対する支援は
②資料の保存場所の確保を
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　災害情報の伝達手段・体制は                  

コミュニティ放送局とＦＭラジオを配布

災
害
対
策

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して
載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

議
員　

北
海
道
胆
振
東
部
地

震
で
は
、
厚
真
町
で
最
大
震

度
７
、
本
町
で
は
震
度
５
弱

の
揺
れ
が
観
測
さ
れ
、
間
も

な
く
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ

り
北
海
道
全
域
が
停
電
と
な

り
、
全
町
民
ひ
と
し
く
不
安

な
朝
を
迎
え
た
。

　

町
で
は
「
災
害
対
策
連
絡

会
議
」
を
開
催
、
６
日
朝
に

は
16
箇
所
の
指
定
避
難
所
を

開
設
、
被
害
状
況
の
確
認
と

対
応
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

近
年
の
災
害
に
お
い
て

は
、
い
つ
ど
こ
で
誰
が
被
災

す
る
か
わ
か
ら
な
い
。
被
害

の
記
憶
を
忘
れ
な
い
た
め
に

今
回
の
地
震
、
そ
の
後
に
発

生
し
た
停
電
、
こ
の
体
験
を

共
有
、
記
録
し
、
次
の
世
代

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
、

行
政
、
地
域
そ
し
て
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
は
な
い
か
。

①
職
員
の
参
集
体
制
及
び
災

害
時
の
人
員
配
置
に
つ
い

て
。

②
災
害
情
報
の
伝
達
手
段
と

伝
達
体
制
に
つ
い
て
。

③
指
定
避
難
所
の
電
源
確
保

町
長　

①
職
員
防
災
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
主
査

以
上
の
職
員
が
参
集
す
る

「
第
２
警
戒
配
備
体
制
」
を

執
り
、
そ
の
後
、
課
所
長
以

上
で
構
成
す
る
「
災
害
対
策

連
絡
会
議
」
を
設
置
し
た
。

ま
た
、
避
難
所
は
職
員
２
人

体
制
の
６
時
間
交
代
で
延
べ

１
９
０
名
を
避
難
所
運
営
に

配
置
し
た
。

②
伝
達
手
段
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
情
報
掲
載
、
町

内
会
長
等
へ
の
電
話
連
絡
、

町
広
報
車
と
消
防
署
サ
イ
レ

ン
に
よ
る
広
報
を
し
た
。

　

伝
達
体
制
は
、
総
務
対
策

部
を
中
心
と
し
た
が
、
伝
達

の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
34
年
度

ま
で
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

及
び
指
定
避
難
所
の
見
直
し

に
つ
い
て
。

④
防
災
意
識
の
普
及
及
び
防

災
教
育
の
取
組
み
に
つ
い

て
。

楢﨑忠彦 議員

局
を
開
設
し
、「
緊
急
告
知

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
」
の
配
布
を
行

い
た
い
。

③
非
常
用
電
源
は
、
南
部
公

民
館
、
改
善
セ
ン
タ
ー
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
は
あ
る

が
、
そ
の
他
の
避
難
所
に
は

な
い
た
め
、
移
動
用
の
発
電

機
で
対
応
し
た
。
指
定
避
難

所
の
見
直
し
の
予
定
は
な

い
。

④
町
内
会
等
の
７
か
所
で
防

災
研
修
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
栗
山
小
学
校
で
「
１
日

防
災
学
校
」
を
行
っ
た
。

議
員　

緊
急
災
害
時
情
報
伝

達
網
の
作
成
し
て
は
。

町
長　

早
期
に
作
成
を
進
め

て
い
き
た
い
。

議
員　

栗
山
町
総
合
防
災
訓

練
で
指
定
避
難
所
開
設
・
運

営
の
研
修
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

追
加
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

地
域
と
連
携
し
た
避

難
所
開
設
や
情
報
伝
達
の
訓

練
に
取
り
組
み
た
い
。

再
質
問

栗山小学校で行われた１日防災学校



一部損壊被災者への固定資産税等の減免を                   

拡大することは考えていない

被
災
支
援

議
員　

北
海
道
胆
振
東
部
地

震
の
住
宅
被
害
の
約
83
％
が

一
部
損
壊
で
あ
る
。
本
町
の

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
罹
災

証
明
書
及
び
被
害
届
出
証
明

書
の
発
行
数
14
件
の
す
べ
て

が
一
部
損
壊
で
あ
る
。

①
一
部
損
壊
被
災
者
に
見
舞

金
等
の
町
独
自
の
支
援
は
。

②
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康

保
険
税
減
免
制
度
の
対
象
を

一
部
損
壊
被
災
者
に
拡
大
は

し
て
は
。

③
福
祉
避
難
所
を
利
用
す
る

可
能
性
が
あ
る
対
象
者
数
と

収
容
可
能
人
数
は
。

④
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど

の
「
要
支
援
者
」
一
人
ひ
と

り
の
避
難
方
法
を
定
め
た
個

別
計
画
を
策
定
し
て
は
。

重山雅世 議員

町
長　

①
北
海
道
義
援
金
配

分
委
員
会
よ
り
、
被
災
市
町

村
に
義
援
金
が
配
分
さ
れ
、

本
町
に
お
い
て
も
重
傷
者
へ

の
見
舞
金
と
合
わ
せ
、
生
活

支
援
金
と
し
て
住
家
被
害
で

一
部
損
壊
と
判
断
さ
れ
た
世

帯
に
見
舞
金
が
配
分
さ
れ
て

い
る
た
め
、
独
自
の
支
援
策

を
行
う
予
定
は
な
い
。

町
長　

町
内
医
療
機
関
や
保

育
所
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
等
と
の
意
見
交

換
を
行
い
、
実
施
方
法
・
場

所
、
人
的
配
置
や
費
用
等
に

つ
い
て
整
理
し
、
実
施
時
期

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

本
町
の
「
い
ち
い
保

育
園
」
で
10
月
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
て
、
園

児
の
半
数
約
70
人
が
罹
患
し

た
と
聞
い
て
い
る
。
子
ど
も

の
熱
が
下
が
っ
て
５
日
間
仕

事
を
休
め
な
い
保
護
者
が
い

る
こ
と
か
ら
病
児
・
病
後
児

  　

病
児
・
病
後
児
保
育
の
実
施
は

町
民
意
見
の
聞
き
取
り
を
す
る

子育て支援
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保
育
を
望
む
声
が
あ
る
。
道

内
で
は
、
江
別
市
・
北
見
市
・

長
沼
町
な
ど
す
で
に
取
り
組

ん
で
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

実
施
に
向
け
場
所
、
人
的
配

置
体
制
、
実
施
時
期
等
、
保

護
者
負
担
の
見
解
を
伺
う
。

②
減
免
な
ど
の
区
分
に
関
し

て
は
国
が
定
め
る
災
害
の
被

害
状
況
に
応
じ
た
判
定
基
準

に
よ
り
、
地
方
税
法
、
国
民

健
康
保
険
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。
本
町
は
、
そ
の
基
準

に
よ
り
減
免
要
綱
等
を
定
め

対
応
し
て
い
る
の
で
、
一
部

損
壊
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

③
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

登
録
者
の
う
ち
重
度
と
思
わ

れ
る
約
１
５
０
人
と
そ
の
家

族
を
想
定
し
て
い
る
。

④
モ
デ
ル
地
区
な
ど
の
設
定

を
検
討
し
、
行
政
と
地
域
が

連
携
し
て
、
個
別
計
画
の
作

成
に
向
け
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ

く
り
を
進
め
た
い
。

再
質
問

議
員　
「
人
に
や
さ
し
い
住

宅
助
成
事
業
」
の
耐
震
改
修

の
補
助
要
件
を
追
加
し
て

は
。

町
長　

耐
震
性
能
を
向
上
さ

せ
る
よ
う
な
工
事
と
合
わ
せ

て
実
施
す
る
場
合
に
つ
い
て

制
度
要
綱
の
見
直
し
も
含
め

て
一
部
損
壊
住
宅
へ
の
復
旧

支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

様々な子育て支援が進むなか、いざというときの病児・病後児保育の実施が待たれる
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人
事
政
策

常勤職員との均衡を踏まえ整理

　会計年度任用職員の期末手当は                  

議
員　

昨
年
、
５
月
に
地
方

公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
法
が
成
立
し
た

の
で
、
昨
年
の
12
月
議
会
で

「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に

つ
い
て
、
質
問
し
た
と
こ

ろ
、「
平
成
31
年
の
早
い
時

期
に
条
例
提
案
を
す
る
。
手

当
が
支
給
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
が
支
給
に
つ
い
て
は

総
合
的
な
判
断
を
す
る
。」

と
の
回
答
だ
っ
た
。

　

平
成
30
年
10
月
28
日
付
け

の
北
海
道
新
聞
の
報
道
で
は

非
正
規
公
務
員
は
道
内
に

６
万
３
千
人
い
て
、
年
収

２
０
０
万
円
程
度
で
働
く
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。「
期
末
手

当
を
支
給
す
る
。」
と
答
え

た
の
は
、
７
月
時
点
で
旭
川

市
な
ど
１
０
７
団
体
に
と
ど

ま
り
、
63
団
体
が
「
他
の
自

治
体
の
対
応
を
見
た
い
。」

と
の
回
答
で
様
子
見
の
団
体

も
多
い
と
あ
っ
た
。

①
前
回
の
質
問
か
ら
１
年
が

経
過
し
て
い
る
が
、
改
め
て

現
在
の
制
度
の
導
入
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

②
栗
山
町
も
常
勤
職
員
と
の

均
衡
を
図
る
事
が
基
本
で
あ

る
こ
と
か
ら
会
計
年
度
任
用

職
員
に
は
期
末
手
当
を
支
給

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職

町
長　

昨
年
５
月
、
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
行
政
需

要
の
多
様
化
に
対
す
る
た

め
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制

千葉清己 議員

員
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は

職
員
団
体
と
の
協
議
が
欠
か

せ
な
い
の
で
合
意
の
上
、
条

例
提
案
を
さ
れ
た
い
。

度
」
が
創
設
さ
れ
た
。
改
正

後
は
地
方
公
務
員
法
で
一
般

職
に
適
用
さ
れ
る
各
規
定
が

適
用
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
運
用
を
抜
本
的
に
見
直

す
必
要
が
あ
り
、
平
成
32
年

４
月
１
日
か
ら
の
実
施
に
向

け
、
制
度
構
築
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

①
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
統

一
的
な
実
態
把
握
、
任
用
・

勤
務
条
件
等
に
つ
い
て
検
討

作
業
を
進
め
て
い
る
。
平
成

32
年
１
月
以
降
に
募
集
を
開

始
す
る
の
で
、
希
望
者
に
つ

い
て
は
全
員
を
雇
用
す
る
前

提
で
、
平
成
31
年
12
月
定
例

会
で
関
係
条
例
等
の
提
案
を

考
え
て
い
る
。

②
手
当
支
給
の
考
え
方
等
、

今
年
10
月
に
国
か
ら
事
務
処

理
に
関
す
る
改
訂
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
も
と
に
、
今
ま
で

の
実
情
及
び
任
用
実
態
を
考

慮
し
、
常
勤
職
員
と
の
均
衡

を
踏
ま
え
、
整
理
を
し
て
い

き
た
い
。

栗山町議会は政治倫理条例を制定しています
・納税義務の履行、品位を保持し、不正の疑惑を持たれる行為をしません
・地位を利用して金品を受け取りません
・個人又は特定の企業、団体等のために不正な取り計らいをしません
・町職員の採用、昇任又は人事異動に不当な関与をしません
・政治的又は道義的批判を受けるような寄附等を受けません

行政活動は多くの臨時・非常勤職員に支えられている
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観
光
政
策

官民一体の組織構築を検討

　観光協会の今後の展望は

友成克司 議員

町
長　

①
私
は
栗
山
観
光
協

会
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
し

て
、
不
十
分
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
、
町
、
関

係
す
る
企
業
団
体
と
連
携
協

力
を
図
り
、
観
光
客
、
交
流

者
等
の
情
報
を
客
観
的
把

握
、
分
析
、
管
理
に
基
づ
く

戦
略
的
な
観
光
事
業
等
の
役

割
を
期
待
し
て
い
る
。

②
観
光
推
進
組
織
は
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
観
光
交

流
拠
点
施
設
と
し
て
計
画
し

て
い
る
マ
ロ
ン
プ
ラ
ザ
に
お

け
る
実
施
事
業
・
管
理
運
営

議
員　

国
の
経
済
疲
弊
は
本

町
に
と
っ
て
も
例
外
で
は
な

く
、
農
業
の
縮
小
や
雇
用
の

中
心
で
あ
る
第
二
次
産
業
は

空
洞
化
が
著
し
く
今
後
も
企

業
の
誘
致
に
は
困
難
が
予
想

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
栗
山
の

歴
史
や
環
境
、
魅
力
、
ま
ち

づ
く
り
の
姿
勢
等
に
つ
い
て

情
報
発
信
し
、「
ま
ず
栗
山

に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ

と
」
に
努
力
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
役
割
を
果

た
す
の
が
「
観
光
協
会
」
で

は
な
い
か
。

　

本
町
の
現
状
は
、
本
来
担

う
べ
き
取
組
み
の
観
光
に
よ

る
町
の
活
性
化
と
は
程
遠
い

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
の
予

算
委
員
会
で
の
質
問
に
対
す

る
答
弁
で
は
「
観
光
連
携
推

を
担
う
こ
と
も
想
定
し
て
い

る
。

③
新
た
な
新
組
織
の
構
成

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も

含
め
、
交
流
・
宿
泊
事
業
・

農
業
・
商
工
会
議
所
な
ど
官

民
一
体
の
組
織
体
制
の
構
築

に
向
け
、
検
討
す
る
。

進
会
議
が
母
体
と
な
り
、
今

後
新
た
な
観
光
体
制
を
検
討

し
て
い
く
」
と
あ
り
、
待
望

視
し
て
い
た
新
し
い
夢
に
向

か
っ
て
糸
口
が
開
か
れ
て
く

る
も
の
と
感
じ
る
。
現
在
の

観
光
協
会
を
見
直
し
、
新
し

い
時
代
に
対
応
す
る
本
町
の

観
光
協
会
の
体
制
の
確
立
を

願
っ
て
や
ま
な
い
。

①
観
光
協
会
の
本
来
の
役
割

と
今
後
へ
の
展
望
は
。

②
「
観
光
連
携
推
進
会
議
」

の
将
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

③
運
営
を
官
民
一
体
と
し
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
導
入

し
て
は
。

議会中継をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。
http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/gikai/index.html

観光協会が開設している総合案内所
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交
通
安
全

ハイヤー・バスの助成を併用して支援

　運転免許返納者に対する支援は

土井道子 議員
議
員　

今
年
10
月
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
で
、
平
成
31
年
度

か
ら
高
齢
者
運
転
免
許
証
保

有
者
の
支
援
に
つ
い
て
説
明

し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
か
ら
一
歩
前
進
し

評
価
す
る
事
業
と
思
っ
て
い

る
。
平
成
28
年
12
月
時
点

で
、
70
歳
以
上
の
免
許
保
有

者
は
、
約
１
３
０
０
人
で
あ

り
、
返
納
し
た
人
は
そ
の
う

ち
の
４
％
と
な
る
。
居
住
地

区
に
よ
っ
て
は
、
一
定
の
支

援
制
度
で
は
生
活
で
き
な
い

住
民
も
い
る
こ
と
を
考
慮
し

議
員　

本
年
、
開
拓
１
３
０

年
を
迎
え
11
月
に
盛
大
な
式

典
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
と

き
の
映
像
や
出
版
物
は
こ
れ

ま
で
収
集
保
存
さ
れ
て
き
た

資
料
が
基
に
な
っ
て
い
る

が
、
更
な
る
収
集
活
動
を
す

る
た
め
に
次
の
取
り
組
み
が

で
き
な
い
か
。

①
町
史
編
さ
ん
室
や
開
拓
記

念
館
な
ど
の
書
庫
が
狭
い
た

め
、
既
存
の
公
共
施
設
を
活

用
し
て
保
存
場
所
を
確
保
で

き
な
い
か
。

②
栗
山
町
で
発
行
さ
れ
た
行

政
資
料
や
住
民
の
自
費
出
版

物
を
、
道
立
図
書
館
や
国
会

図
書
館
に
納
本
す
る
仕
組
み

が
で
き
な
い
か
。

町
長　

①
本
町
の
足
跡
を
た

ど
る
時
勢
を
読
み
解
く
貴
重

な
財
産
で
あ
り
、
積
極
的
な

収
集
活
動
と
適
正
な
保
存
を

し
て
い
く
。
ま
た
、
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
も
大
き
な

意
義
を
持
つ
。
施
設
面
の
整

備
や
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
は

財
政
的
な
問
題
を
考
慮
し
、

検
討
す
る
。

　

当
面
の
間
は
、
適
切
な
整

理
・
管
理
を
行
い
、
既
存
施

設
の
活
用
も
含
め
た
中
で
、

収
集
・
保
存
に
努
め
た
い
。

②
町
が
発
行
し
た
資
料
は
、

図
書
館
を
通
じ
道
立
図
書
館

に
納
本
す
る
。
自
費
出
版
に

つ
い
て
は
、
図
書
館
に
寄
贈

等
が
あ
っ
た
場
合
、
発
行
者

に
道
立
図
書
館
や
国
会
図
書

館
へ
の
納
本
を
促
す
。
希
望

が
あ
っ
た
場
合
、
図
書
館
が

窓
口
と
な
り
納
本
す
る
仕
組

み
を
整
え
る
。

  　

資
料
の
保
存
場
所
の
確
保
を

既
存
施
設
を
活
用

資料保存
                  

て
、
次
の
よ
う
な

支
援
策
が
で
き
な

い
か
。

①
移
動
距
離
数
に

対
応
し
た
ハ
イ

ヤ
ー
利
用
料
金
の

助
成
制
度
の
確
立

は
。

②
高
齢
者
の
運
転

講
習
会
の
定
期
開

催
は
。

町
長　

運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
し

た
65
歳
以
上
の
高

齢
運
転
者
に
対

し
、
３
年
間
に
限
り
ハ
イ

ヤ
ー
利
用
料
金
の
助
成
、
ま

た
は
町
営
バ
ス
及
び
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
回
数
券
を
支

給
す
る
。
希
望
者
に
は
、
ハ

イ
ヤ
ー
と
バ
ス
の
二
つ
の
助

成
を
併
用
し
て
支
援
す
る
。

併
せ
て
運
転
経
歴
証
明
書
発

行
手
数
料
を
助
成
す
る
。

①
個
々
の
移
動
距
離
数
の
把

握
が
難
し
い
こ
と
か
ら
考
え

て
は
い
な
い
。

②
関
係
機
関
や
団
体
な
ど
と

検
討
す
る
。

コミュニティバスは免許返納後の支援策のひとつ

開拓記念館には貴重な歴史資料が保存されている

                  



議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
つ
い
て
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広報広聴常任委員会
政 務 調 査 報 告

　

あ
き
る
野
市
は
、
人
口

約
８
万
人
、
世
帯
数
約

３
万
５
千
世
帯
の
東
京
都
の

多
摩
地
域
西
部
に
位
置
す
る

市
で
あ
る
。

　

市
議
会
で
は
議
会
改
革
を

ま
ず
、
広
報
紙
の
改
革
か
ら

進
め
た
。
読
ま
れ
る
広
報
づ

く
り
を
目
指
し
、
議
員
で
調

査
研
究
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

１
年
間
に
わ
た
っ
て
検
討
を

重
ね
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決

定
し
た
。

　

興
味
を
引
く
特
集
と
表
紙

の
作
成
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

り
、
名
称
を
「
ギ
カ
イ
の
時

　

埼
玉
県
寄
居
町
議
会
は

「
お
元
気
で
す
か　

寄
居
議

会
で
す
」
と
し
て
広
報
誌
を

発
行
し
て
お
り
、
平
成
29
年

度
全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

　

読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
読
み

手
側
に
立
つ
。
議
事
録
で
は

な
い
の
で
町
民
の
関
心
が
高

い
議
案
を
要
約
し
掲
載
す

る
。
②
見
出
し
、
写
真
を
見

れ
ば
わ
か
る
広
報
に
。
写
真

は
１
ペ
ー
ジ
（
記
事
）
に
１

日　　程：平成 30 年 10 月 24 日～ 26 日

調  査  先：埼玉県寄居町議会・東京都福生市・
　　　　　東京都あきる野市議会

派遣議員：三田源幸・藤本光行・重山雅世・
　　　　　置田武司・千葉清己

枚
以
上
の
人
物
や
動
き
の
あ

る
も
の
を
掲
載
す
る
。
③
町

民
参
加
の
広
報
に
。
町
民
の

声
を
写
真
と
あ
わ
せ
て
掲
載

し
、
一
方
通
行
に
な
ら
な
い

な
ど
の
努
力
を
さ
れ
て
い

る
。

　

特
に
89
号
は
、
報
告
会
を

中
心
に
70
人
も
の
町
民
の
顔

写
真
が
あ
る
の
に
驚
い
た
。

　

ま
た
、
編
集
会
議
に
は
委

託
業
者
も
出
席
し
、
一
緒
に

議
会
だ
よ
り
を
作
り
上
げ
て

い
る
な
ど
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多

か
っ
た
。
私
た
ち
も
一
人
で

も
多
く
の
町
民
に
手
に
取
っ

て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会

だ
よ
り
を
作
っ
て
い
き
た

い
。

　

福
生
市
は
東
京
都
の
多
摩

地
域
に
位
置
す
る
人
口
約

５
万
８
千
人
の
市
で
あ
る
。

　

市
内
に
は
米
軍
横
田
基
地

が
あ
り
、
基
地
を
除
い
た
行

政
面
積
は
約
６
・
84
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
栗
山
町
の

30
分
の
１
と
い
う
小
面
積
の

自
治
体
で
あ
る
。

　

今
回
の
視
察
の
目
的
は
、

福
生
市
で
行
っ
て
い
る
発
生

主
義
、
複
式
簿
記
の
採
用
に

よ
る
地
方
公
会
計
制
度
の
取

組
み
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で

あ
る
。

　

近
年
、
自
治
体
の
総
合
的

な
財
務
管
理
（
現
金
以
外
の

資
産
や
負
債
を
含
め
た
も

の
）
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て

い
る
。

　

今
、
自
治
体
が
抱
え
る
大

き
な
問
題
の
一
つ
は
老
朽
化

が
進
む
各
公
共
施
設
の
維
持

更
新
と
多
額
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
見
込
ま
れ
る
イ
ン

フ
ラ
施
設
の
維
持
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
自
治
体
が
管
理

す
る
固
定
資
産
を
含
め
た
財

務
管
理
が
で
き
る
の
が
地
方

公
会
計
制
度
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
自

治
体
財
政
運
営
の
目

指
す
べ
き
一
つ
の
方

向
で
あ
る
と
痛
感

し
、
将
来
を
見
据
え

た
自
治
体
運
営
を
考

え
れ
ば
、
早
期
に
検

討
す
べ
き
こ
と
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。

間
」
と
し
、
読
み
や
す
さ
を

優
先
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
、
統
一
感
を
重
視

し
た
結
果
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
「
議
会
だ
よ
り
を
読
ん

で
い
る
・
読
ん
だ
こ
と
が
あ

る
」
が
57
％
に
達
し
た
。

　

課
題
は
、
配
布
方
法

が
新
聞
折
込
み
の
た
め
、

２
万
５
千
世
帯
に
し
か
届
い

て
い
な
い
こ
と
や
内
容
が
特

集
と
一
般
質
問
に
特
化
し
て

い
る
た
め
、
議
員
の
議
案
に

対
す
る
賛
否
の
状
況
が
伝
わ

ら
な
い
等
が
あ
る
。

　

当
議
会
に
お
い
て
も
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
は
検
討
で
き
る

の
で
、
読
ま
れ
る
広
報
紙
づ

く
り
に
参
考
に
な
っ
た
。

埼
玉
県
寄
居
町
議
会

新
公
会
計
制
度
の
運
用
に
つ
い

て

東
京
都
福
生
市

議
会
だ
よ
り
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

つ
い
て東

京
都
あ
き
る
の
市
議
会
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時間

午後１時

午後６時３０分

午後６時３０分

午後３時

場所

松栄団地集会所

ときわ会館

角田農村環境改善センター 
（※鵜川議長出席）

円山文化センター

曜日

（日）

（水）

（木）

（土）

月日

２月３日

２月６日

２月７日

２月９日

Ａ班

大井賢治 議員 千葉清己 議員

楢﨑忠彦 議員三田源幸 議員

平成３１年議会報告会

時間

午後１時

午後６時３０分

午後１時

午前１０時

場所

日出生活館

南部公民館
（※鵜川議長出席）

鳩山中央公民館

朝日会館

曜日

（火）

（水）

（日）

（月）

月日

２月５日

２月６日

２月１０日

２月１１日

Ｂ班

置田武司 議員

土井道子 議員

藤本光行 議員

時間

午前１０時

午後６時３０分

午後６時３０分

午後３時

場所

阿野呂公民館

１２区会館

カルチャープラザＥｋｉ
（※鵜川議長出席）

南学田公民館

曜日

（日）

（月）

（火）

（月）

月日

２月３日

２月４日

２月５日

２月１０日

Ｃ班

大西勝博 議員

重山雅世 議員

佐藤則男 議員

友成克司 議員

栗
山
町
議
会
は
徹
底
し
た
情
報
公
開
と
住
民
参
加
を
目
指
し
ま
す

◎第６次総合計画の見直しについて
◎町政上の重要課題について
◎それぞれの地域の課題について

◎議会活動について
◎議員のなり手問題について

議
　
会

ま
ち
づ
く
り

皆さんのご意見をお聞かせください



３月定例会の開会日

月　　 日～３ ５

議会の予定

議会の予定は変更になる場合がありま
す。議会事務局または議会ホームペー
ジでご確認ください。

議会に行こう！
　　　　は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴
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ひ と こ と
　「栗山のいいところ」
 　　成田　貴則 さん（朝日３）

表紙の一枚！
　

大
人
も
子
ど
も
も

　
　
　

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！　

　　　　　　　
　
　
　
　
　
　
　

撮
影　

佐
藤

　そらち南農業協同組合への勤務と同時に栗山町へ移住して５年目に入ろ
うとしています。栗山に来たときは妻と２人でしたが、２０１６年に長男
が、２０１８年に次男が生まれ、今では４人家族となり、毎日笑い声や泣
き声を聞きながら、来年の年男を控え賑やかに過ごしております。
　栗山へ来る前は札幌で生まれ育ち、余市町にも居住しておりました。そ
れぞれの街へ住んでみて良いところが各々ありますが、栗山町はとても住
みやすい街だなと感じます。町内でおおかたの用事は済ますことができ、
街並みはきれいで、札幌や空港へも 1 時間ほどで行け、意外と便利な町だ
なと感じました。
　特に驚いたのは、老舗祭りや栗山天満宮のお祭りの賑わいです。お祭り
は小さいころに行ったきりで、なかなか行く機会がなかったですが、栗山
町に来てからは家族で毎年楽しみにしている行事の一つになっています。
また、２０２３年に北広島市にできる予定の北海道日本ハムファイターズ
のボールパークが近いのでそれも今から楽しみです。
　ここで、仕事で携わっている栗山町の農業のご紹介を少しさせていただ
きます。栗山町の基幹産業である農業は、水稲を主体に馬鈴しょ、玉ねぎ、
長ネギ、南瓜、イチゴ、和牛素牛生産などなど多種多様な形態でなされて
おります。農家さんが丹精込めて作った新鮮でおいしい安全安心な農産物
は栗山町内で買えるほか、8 月に開催されるＪＡそらち南の農業祭でも販
売しておりますので、ぜひお買い求めください。
　最後に、まだまだ寒い日が続きますが、皆さまお身体壊さないようにお
気を付けください。今年一年が皆様にとって素敵で良い年になりますよう
にご祈念申し上げます。

1 月 21 日（月） 中長期財政問題等調査
特別委員会

2月 3日（日）
～11日（月）

平成３１年議会報告会
（町内１２会場）

3月 1日（金） 議会運営委員会

5日（火） 第 1回定例会

～ 20 日（水） （会期中に予算審査特別委員会）


